
質問事項質問事項

9月定例会  8人の議員が一般質問

佐原駅周辺地区複合公共施設
完成イメージ

幅広い世代の交通手段として
活躍する路線バス

Q
清
見
屋
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
図
書
館
・
公
民

清
見
屋
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
図
書
館
・
公
民

館
機
能
を
含
む
佐
原
駅
周
辺
地
区
複
合
公
共

館
機
能
を
含
む
佐
原
駅
周
辺
地
区
複
合
公
共

施
設
は
、大
規
模
修
繕
で
は
な
く
、新
築
と
し
た
理

施
設
は
、大
規
模
修
繕
で
は
な
く
、新
築
と
し
た
理

由
お
よ
び
複
合
公
共
施
設
と
し
た
理
由
と
概
要
は
。

由
お
よ
び
複
合
公
共
施
設
と
し
た
理
由
と
概
要
は
。

A
国
庫
補
助
金
な
ど
の
有
利
な
財
源
が
活
用
可

国
庫
補
助
金
な
ど
の
有
利
な
財
源
が
活
用
可

能
な
こ
と
、合
築
に
よ
る
効
率
的
な
運
営
や

能
な
こ
と
、合
築
に
よ
る
効
率
的
な
運
営
や

工
事
中
も
利
用
可
能
な
こ
と
か
ら
複
合
化
さ
せ
た
上

工
事
中
も
利
用
可
能
な
こ
と
か
ら
複
合
化
さ
せ
た
上

で
、移
転
、新
築
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。施
設
は
、

で
、移
転
、新
築
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。施
設
は
、

4
階
建
て
で
、

階
建
て
で
、1
階
に
子
育
て
世
代
支
援
施
設
や
テ

階
に
子
育
て
世
代
支
援
施
設
や
テ

ナ
ン
ト
な
ど
、

ナ
ン
ト
な
ど
、2
階
は
図
書
館
な
ど
、

階
は
図
書
館
な
ど
、3
階
は
主
に

階
は
主
に

公
民
館
機
能
、

公
民
館
機
能
、4
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で
す
。

階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で
す
。

Q
新
し
い
公
民
館
・
図
書
館
の
面
積
と
施
設
数
・

新
し
い
公
民
館
・
図
書
館
の
面
積
と
施
設
数
・

蔵
書
数
お
よ
び
防
音
室
と
ピ
ア
ノ
の
設
置
場

蔵
書
数
お
よ
び
防
音
室
と
ピ
ア
ノ
の
設
置
場

所
は
ど
こ
か
。

所
は
ど
こ
か
。

A
図
書
館
の
書
架
等
の
面
積
は

図
書
館
の
書
架
等
の
面
積
は
1
0
0
4

1
0
0
4
㎡
、
㎡
、

収
納
可
能
冊
数
は

収
納
可
能
冊
数
は
1313
万
7
千
冊
で
す
。公
民

千
冊
で
す
。公
民

館
機
能
諸
室
の
面
積
は

館
機
能
諸
室
の
面
積
は
1
4
5
9

1
4
5
9
㎡
、貸
出
部
屋
数

㎡
、貸
出
部
屋
数

は
1515
部
屋
で
す
。ピ
ア
ノ
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
視
聴

部
屋
で
す
。ピ
ア
ノ
は
多
目
的
ホ
ー
ル
と
視
聴

覚
室
、音
楽
練
習
室
一
室
に
設
置
予
定
で
す
。完
全

覚
室
、音
楽
練
習
室
一
室
に
設
置
予
定
で
す
。完
全

な
防
音
の
部
屋
は
、多
目
的
ホ
ー
ル
と
音
楽
練
習
室
。

な
防
音
の
部
屋
は
、多
目
的
ホ
ー
ル
と
音
楽
練
習
室
。

視
聴
覚
室
は
簡
易
的
な
防
音
設
備
で
す
。

視
聴
覚
室
は
簡
易
的
な
防
音
設
備
で
す
。

Q
災
害
時
避
難
対
策
と
し
て
小
ホ
ー
ル
の
観
客

災
害
時
避
難
対
策
と
し
て
小
ホ
ー
ル
の
観
客

席
の
両
サ
イ
ド
通
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

席
の
両
サ
イ
ド
通
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

A
実
施
設
計
の
中
で
事
業
者
と
確
認
し
て
い
き

実
施
設
計
の
中
で
事
業
者
と
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

Q
引
き
出
し
式
観
客
席
は
、歩
く
時
の
き
し
み

引
き
出
し
式
観
客
席
は
、歩
く
時
の
き
し
み

音
の
出
や
す
い
金
属
製
か
き
し
み
音
の
出
な

音
の
出
や
す
い
金
属
製
か
き
し
み
音
の
出
な

い
木
製
か
。

い
木
製
か
。

A
実
施
設
計
の
中
で
決
定
し
ま
す
が
、フ
レ
ー

実
施
設
計
の
中
で
決
定
し
ま
す
が
、フ
レ
ー

ム
は
金
属
製
で
す
。

ム
は
金
属
製
で
す
。

市
民
の
利
用
時
間
は

市
民
の
利
用
時
間
は

Q
テ
ナ
ン
ト
は
ど
ん
な
事
業
者
が
入
る
の
か
。

テ
ナ
ン
ト
は
ど
ん
な
事
業
者
が
入
る
の
か
。

テ
ナ
ン
ト
お
よ
び
施
設
の
利
用
時
間
は
。

テ
ナ
ン
ト
お
よ
び
施
設
の
利
用
時
間
は
。

A
1
階
に
千
葉
銀
行

階
に
千
葉
銀
行

と
カ
フ
ェ
、

と
カ
フ
ェ
、3
階

に
社
会
福
祉
協
議
会
が
入

に
社
会
福
祉
協
議
会
が
入

居
予
定
で
す
。利
用
時
間

居
予
定
で
す
。利
用
時
間

は
、図
書
館
と
子
育
て
世

は
、図
書
館
と
子
育
て
世

代
支
援
施
設
が
午
前

代
支
援
施
設
が
午
前
9
時

か
ら
午
後

か
ら
午
後
7
時
ま
で
、公

時
ま
で
、公

民
館
が
午
前

民
館
が
午
前
9
時
か
ら
午

時
か
ら
午

後
1010
時
ま
で
、観
光
情
報
発
信
施
設
が
午
前

時
ま
で
、観
光
情
報
発
信
施
設
が
午
前
9
時
か
時
か

ら
午
後

ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。テ
ナ
ン
ト
は
入
居
す
る
事

時
ま
で
で
す
。テ
ナ
ン
ト
は
入
居
す
る
事

業
者
の
運
営
時
間
に
よ
り
ま
す
。

業
者
の
運
営
時
間
に
よ
り
ま
す
。

市
の
財
政
支
出
は

市
の
財
政
支
出
は

Q
運
営
事
業
者
へ
の
指
定
管
理
料
の
内
訳
と
市

運
営
事
業
者
へ
の
指
定
管
理
料
の
内
訳
と
市

が
支
払
う
光
熱
水
費
は
年
間
い
く
ら
か
。

が
支
払
う
光
熱
水
費
は
年
間
い
く
ら
か
。

A
維
持
管
理
、運
営
業
務
分
で

維
持
管
理
、運
営
業
務
分
で
1515
年
間
の
総
額

年
間
の
総
額

は
2121
億
6
2
6
0

6
2
6
0
万
円
、年
額
約

万
円
、年
額
約
1
億
4
2

0
0
0
0
万
円
で
す
。光
熱
水
費
は
、

万
円
で
す
。光
熱
水
費
は
、4
千
万
円
程
度
を

千
万
円
程
度
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

想
定
し
て
い
ま
す
。

◆ 佐原駅周辺地区複合公
共施設
◆ 新型コロナ対策

利
用
し
や
す
い

複
合
公
共
施
設
を

Q
路
線
バ
ス
と
乗

路
線
バ
ス
と
乗

合
タ
ク
シ
ー
の

合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
経
費
の
赤
字
補
て

運
行
経
費
の
赤
字
補
て

ん
額
と
受
益
者
負
担
率

ん
額
と
受
益
者
負
担
率

は
。
ま
た
、
見
直
し
は

は
。
ま
た
、
見
直
し
は

必
要
か
。

必
要
か
。

A
乗
合
タ
ク
シ
ー

乗
合
タ
ク
シ
ー

の
受
益
者
負
担
率
は

の
受
益
者
負
担
率
は
1212
・
5
％
で
行
政
負
担

％
で
行
政
負
担

額
は
額
は
9
4
7

9
4
7
万
8
千
円
で
す
。民
間
タ
ク
シ
ー
と
の

千
円
で
す
。民
間
タ
ク
シ
ー
と
の

運
賃
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、運
賃
見
直
し
が
必
要

運
賃
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、運
賃
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。路
線
バ
ス
の
受
益
者
負
担
率
は

と
考
え
て
い
ま
す
。路
線
バ
ス
の
受
益
者
負
担
率
は

2424
・
9
％
で
行
政
負
担
額
は
約

％
で
行
政
負
担
額
は
約
4
2
0
6

4
2
0
6
万
円
で
す
。

万
円
で
す
。

Q
遠
隔
地
の
人
に
対
し
て
、自
宅
か
ら
公
共
交

遠
隔
地
の
人
に
対
し
て
、自
宅
か
ら
公
共
交

通
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

通
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
デ
マ
ン
ド
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
新
た
な
技
術
は
今
後
も
開
発
が
進
ん
で
い
く

新
た
な
技
術
は
今
後
も
開
発
が
進
ん
で
い
く

た
め
、引
き
続
き
情
報
収
集
し
研
究
し
て
い

た
め
、引
き
続
き
情
報
収
集
し
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

避
難
所
の
感
染
対
策
は

避
難
所
の
感
染
対
策
は

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

避
難
所
運
営
の
概
要
は
。

避
難
所
運
営
の
概
要
は
。

A
避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、避
難

避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。発
熱
や

所
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。発
熱
や

体
調
不
良
等
の
あ
る
人
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ

体
調
不
良
等
の
あ
る
人
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ

の
確
保
、避
難
者
の
体
調
管
理
に
お
け
る
保
健
師
と

の
確
保
、避
難
者
の
体
調
管
理
に
お
け
る
保
健
師
と

の
連
携
や
状
態
に
応
じ
た
医
療
機
関
へ
の
搬
送
手
順
、

の
連
携
や
状
態
に
応
じ
た
医
療
機
関
へ
の
搬
送
手
順
、

通
信
手
段
を
確
保
す
る
移
動
系
防
災
行
政
用
無
線
の

通
信
手
段
を
確
保
す
る
移
動
系
防
災
行
政
用
無
線
の

操
作
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

操
作
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

Q
換
気
用
の
送
風
機
の
配
備
予
定
と
長
期
停
電

換
気
用
の
送
風
機
の
配
備
予
定
と
長
期
停
電

対
策
と
し
て
の
発
電
機
な
ど
の
リ
ー
ス
業
者

対
策
と
し
て
の
発
電
機
な
ど
の
リ
ー
ス
業
者

と
の
災
害
協
定
の
提
携
状
況
は
。

と
の
災
害
協
定
の
提
携
状
況
は
。

A
送
風
機
は
現
在
、購
入
に
向
け
て
準
備
を
進

送
風
機
は
現
在
、購
入
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。発
電
機
に
関
す
る
協
定
は
、

め
て
い
ま
す
。発
電
機
に
関
す
る
協
定
は
、

平
成
平
成
2929
年
3
月
に（
一
社
）千
葉
県
建
設
業
協
会
香
取

月
に（
一
社
）千
葉
県
建
設
業
協
会
香
取

支
部
等
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

支
部
等
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

市
の
害
獣
対
策
は

市
の
害
獣
対
策
は

Q
各
猟
友
会
へ
の
委
託
料
と
従
事
者
数
は
。ま

各
猟
友
会
へ
の
委
託
料
と
従
事
者
数
は
。ま

た
、捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
お
よ
び
費

た
、捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
お
よ
び
費

用
は
。

用
は
。

A
佐
原
猟
友
会
は

佐
原
猟
友
会
は
1212
人
で
委
託
料
は

人
で
委
託
料
は
6464
万
2
千

円
。香
取
東
部
猟
友
会
小
見
川
支
部
は

円
。香
取
東
部
猟
友
会
小
見
川
支
部
は
5
人

で
委
託
料
は

で
委
託
料
は
1313
万
円
。香
取
東
部
猟
友
会
山
田
支
部

万
円
。香
取
東
部
猟
友
会
山
田
支
部

は
5
人
で
委
託
料
は

人
で
委
託
料
は
1010
万
3
千
円
。処
理
は
、約

千
円
。処
理
は
、約
9

割
が
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
、状
態
の

割
が
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
、状
態
の

よ
い
約

よ
い
約
1
割
は
猟
友
会
員
の
食
用
。費
用
は
手
数
料

割
は
猟
友
会
員
の
食
用
。費
用
は
手
数
料

減
免
の
た
め
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
免
の
た
め
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
今
年
開
業
し
た
ジ
ビ
エ
工
房
茂
原
で
は
、捕

今
年
開
業
し
た
ジ
ビ
エ
工
房
茂
原
で
は
、捕

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
回
収
を
し
て
い
る
が
、

獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
回
収
を
し
て
い
る
が
、

市
で
も
連
携
を
と
れ
な
い
か
。

市
で
も
連
携
を
と
れ
な
い
か
。

A
す
で
に
提
携
し
て
い
る
自
治
体
の
視
察
等
を

す
で
に
提
携
し
て
い
る
自
治
体
の
視
察
等
を

行
い
、猟
友
会
の
ほ
か
関
係
機
関
と
協
議
し

行
い
、猟
友
会
の
ほ
か
関
係
機
関
と
協
議
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

た
い
と
考
え
ま
す
。

◆ デマンド交通
◆ 新型コロナウイルスと
災害対策
◆ 市の害獣対策

現
状
の
運
行
を
維
持

し
つ
つ
デ
マ
ン
ド

交
通
の
活
用
を

千
年 

正
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と
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ま
さ
ひ
ろ

久
保
木 

宗
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議
員
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そ
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